
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＣＳだより 2025 年度 第 1 号 

みんなのウェルビーイング 
地域と学校がつながる取り組み：コミュニティ・スクール（ＣＳ） 

 

コミュニティ・スクールで魅力的な学びを創出 
４年目を迎えた川根本町型コミュニティ・スクール（CS）。今年度も４月からの３か月で、子どもたちと地域の皆さんと

の協働により“川根本町ならではの学び”が数多く創り出されています。地域の方々と創る体験活動や探究学習から垣

間見られるのは、子どもたちはもちろん、関わる人たち全ての輝く笑顔。地域と学校がコラボして織りなす“魅力的な学

び”の一つ一つが町の未来へと繋がります。 

皆さんの持つ“キャリア”や“思い”で活動をさらにアップデート。まだまだＣＳ活動は続いていきます。 

三ツ星・光の森１年 ザリガニつり（林泰明さん） 

三ツ星３年 お茶摘み（山香荘茶園 石山貴美夫さん） 

 

 

 

光の森５年 代かき／三ツ星３年 田植え 
（エコティかわね 澤本等さん、中澤莊也さん、風間康浩さん） 

 

 

 
三ツ星４・６年 歴史探検（加藤賢二さん） 

光の森３年 お茶づくり（鈴木茶苑 鈴木健二さん、かほりさん） 
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←↓摘んだ生葉を釜で炒って、手で
揉んで、さらに炒って、乾燥させる 

↓ザリガニを驚か
せないように… 

↑じっくり我慢
して釣れたとき
の喜びは格別！ 

↑苗を植える前の準備
がこんなに大変な作業
だとは知らなかったよ 

↓最後はみんな泥だらけ！ 

葉を摘むところから飲むところまでを一息に体験することで、
お茶づくりの大変さと面白さを体で感じることができました！ 

地域とつながって生まれた学びの中から、 

前期課程(１～６年生)の活動の一部をご紹介 

光の森３年 お茶摘み（両国吊り橋茶屋 風間宏夏さん） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

７～９年生 探究学習レポート 

探究学習では、１年を通して個人または小グループで興味ある１つの課題に取り組みます。方法も結論も正解 

があるわけではないこのような学びは、学校を飛び出し地域のたくさんの方々の知恵と協力を得て進んでいきます。 

ＣＳだより「みんなのウェルビーイング」 

２０２５年度 第１号 

制  作：コミュニティ・スクール スタッフ 

宮島明利（ディレクター） 

植田直美・川口舞子（推進員） 

発行元：川根本町教育委員会 

発行日：２０２５年８月２７日 

ご意見・ご感想は 

川根本町教育委員会（0547-58-2555）まで 

＼学校応援団 募集中！／ 

教育委員会では、コミュニティ・スクール活動の一環としてボラン

ティア活動「学校応援団」に加わってくださる方を募集しています。

現在の登録は個人・団体を合わせて約９０名。登下校の見守りや校

舎内外でのサポートなどを通して、学校を中心とした町づくりを一緒

に盛り上げていきませんか。 

活動に興味のある方は教育委員会（0547-58-2555）まで！ 

①学校からCSスタッフに依頼   ②CSスタッフから地域の方へ依頼    ③活動へ協力いただく 

 

 

例）授業で子どもたちに 
昔のあそびを 
教えてほしい！ 

  子どもたちと一緒に 

野菜を作ってほしい！ 

 
 

〇〇学園で 
このような依頼が 
あるのですが 
協力いただけますか？ 

   

 

探究テーマを決めよう！ 
探究学習を始めるにあたり、

役場や町内のさまざまな業種

の方、計１６名に来校を依頼。

各職場の業務内容を聞いて

探究テーマを決めるための 

足掛かりとしました。 

 

あるグループは・・・ 
茶箱の継承と普及について

調べることに決定。 

この日は茶箱製造を長年続

ける「前田工房」へ見学と聞

き取り調査に行きました。 

写真は親方の梶川榮市さん 

三ツ星学園の１コマ 光の森学園の１コマ 

 

町の人に話を聞こう！ 
８年生がそれぞれのテーマについて話を聞くため、地域の方に

来校を依頼。５名の方が生徒と個別にお話してくれました。 

「子どもたちに話すため自分もあらためて勉強できてよかったよ」

の一言は、まさに“みんなのウェルビーイング”の目指すところ！ 

 

 

 

大井川鐵道井川線の歴史 
（西井戸寛二さん）→ 

リニア工事の町への影響 
←（芦沢哲哉さん）  

 

“ウェルビーイング”とは 

誰もがここに居ていいんだと思える持続的な幸せ 

６月はじめ、昨年度に続き２度目となる「学校

応援団カフェ」を三ツ星学園にて開催しました。 

学校応援団は、ひとりひとりの個性を持ち寄っ

て、子どもたちと共に学び楽しむボランティア活

動です。だから、その集まりは会議でも協議会で

もなく“カフェ”。 

 授業参観のあと、軽やかなＢＧＭの流れる部

屋で互いの好きなこと・得意なことを生かして学

校とつながる活動について話し合いました。  

２０２５年度 

学校応援団カフェ 

 


